
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

      平成２５年７月５日 製品安全課 
商品名等 
（電気用品名等） 

電気式温水洗車機 

１ 当該商品等の概要 
 
○用途、機能、性能 

本製品は、洗剤を混ぜた温水、あるいは温水のみを高圧で吐出させ、自動車の

ボディ、タイヤホイールなどを洗浄する装置である。料金を投入し、洗車メニュー

（温水のみ、温水＋洗剤）を選択することで、選択したメニューに従って運転する。 
 
○構造、仕様、意匠 

筐体にポンプモーター、温水ヒーター、温水タンク、凍結防止ヒーター、洗剤

タンク、コントローラー、料金受付･操作部等を収めた構造である。温水は、水道

から給水した水を温水タンク内の温水ヒーターで加熱することにより作り、その温

水に洗剤を必要に応じて混合し、ポンプモーターで加圧することで洗浄ガンから吐

出するものである。 
吐 出 圧 力：１０MPa 
吐 出 量：１２Ｌ／min 
温水温度調節：水温～５０℃ 
タンク容 量：１００Ｌ(温水用), ２０Ｌ(洗剤用) 
外 形 寸 法：約１３００（幅）× ７５０（奥行）× １０５０（高さ）mm 
定   格：三相、２００Ｖ、５０／６０Ｈｚ、 
消 費 電 力：約６ｋＷ（ポンプモーター：２.２ｋＷ、温水ヒーター：５ｋＷ 

凍結防止ヒーター：３５０Ｗ、コントロール系：約２００Ｗ）（ポ

ンプモーターと温水ヒーターは、同時に通電しないように制御） 
 
○主な使用者、販売先 

一般消費者がセルフ式洗車場で使用 
２ 対象・非対象の解釈 
 

特定電気用品中、電動力応用機械器具の「電気ポンプ」に該当するものと考え

られるが、定格消費電力が１.５ｋＷを超えるため、非対象として取り扱う。 
 
（理由） 

本製品は、課金機能を有し、選択した洗車メニューに従って温水及び洗剤を吐

出するが、それらを高圧で吐出させることにより洗車サービスを提供するものであ

ることから「自動販売機」には該当しない。また、水道直結で給水した水を温水に

する機能を有するが、温水を高圧で吐出させることで洗車能力を向上させることを

意図した機能であることから付加機能と考えられ、主たる機能としては、電動力を

用いて水を加圧噴出するものと考えられる。 
従って、「電気ポンプ」に該当するものと考えられるが、定格消費電力が１.５ｋ

Ｗを超えるため、非対象として取り扱うことが妥当と判断する。 
 

 


